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～じぶんの町を良くするしくみ～

赤い羽根共同募金特集号

安芸高田市社会福祉協議会



　今年も10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
　市民・各企業・団体の皆さまには、毎年沢山のご協力をいただきありがとうございます。令和２年度に皆
さまからいただいた募金は、広島県共同募金委員会に全額納付し、今年度約60％が安芸高田市へ配分され、
市内の福祉活動に役立てられています。また、残りの約40％は県内の様々な福祉活動に助成されています。
じぶんの町を良くするために、今年も皆さまからのあたたかい募金を、心よりお待ちいたしております。

じぶんの町を良くするしくみ

募　金

安芸高田市共同募金委員会

社会福祉法人 広島県共同募金会社会福祉法人 広島県共同募金会

100％

60％40％のうち一部

安芸高田市共同募金委員会

審査委員会、運営委員会

ボランティア活動、老人クラブ、子育て支援
被災者生活サポートボラネット推進
障がい者福祉、在宅介護支援事業など

令和３年度 安芸高田市共同募金委員会配分金事業
ふれあいサロン事業 872,000円
小地域のお茶の間サロン事業 670,000円
地域福祉交流推進基金事業 670,000円
ほほえみネット事業 330,000円
配食サービス事業 265,000円
認知症カフェ事業 200,000円
ボランティア活動事業 117,000円
安芸高田市老人クラブ連合会 100,000円

合　計 3,224,000円

安芸高田市の福祉事業

助成事業の紹介

① ふれあいサロン事業
② 小地域のお茶の間サロン事業

⑤ 被災者生活サポート　
　　ボラネット推進事業

③ 地域福祉交流推進基金事業
地域福祉会議　

④ ほほえみネット事業

⑥ 配食サービス事業 ⑦ 認知症カフェ事業
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　安芸高田市共同募金委員会は、安芸高田市や市社協、商工会、福祉団体等で構成され、共同募金の活用方

針等、様々な地域福祉活動や課題解決に取り組む支援策を決定させていただいています。

　また、市民の皆さまの「やさしさ」や「思いやり」を届ける運動として、赤い羽根共同募金活動を行ない

地域福祉の充実を図っています。

　市社協は、住民一人ひとりがともに支え合い、誰もが安心して生活できるまちをみんなでつくるため、地

域や行政、関係機関や団体と連携しながら活動を進めています。

　お寄せいただく募金は、広島県共同募金会ご支援のもと、

安芸高田市共同募金委員会（運営委員会）において、助成

使途が決定されます。この助成金は、ふれあいサロン事業、

小地域のお茶の間サロン事業、地域福祉交流推進基金事業、

ほほえみネット事業、被災者生活サポートボラネット推進

事業、配食サービス事業、福祉・介護人材確保基盤整備事

業などの地域福祉活動を支えています。

　また、町ごとに地域福祉会議を設置し、地域住民から寄

せられる様々な生活課題を解決につなげるため、地域を基

盤とした仕組みづくりの支援を行なっています。

審査委員会
　審査委員会は、安芸高田市における共同募金地域助

成金に関する全般の審査を行ないます。

　また、助成先団体の活動状況や事業の実施状況に関

して、必要に応じて調査などを行ないます。

えがおサロンやちよ

お茶の間ごうの

昨年度の介護職員初任者研修

安芸高田市共同募金委員会 安芸高田市への配分金
【3,224,000円】

運営委員会
　運営委員会では、地域福祉のさらなる向上に努め、

安芸高田市内の各団体が協力し、積極的な募金活動推

進を行ないます。

●共同募金運動：戸別募金、法人募金、職域募金
　　　　　　　　街頭募金、イベント募金など

【お問合せ先】地域福祉課　電話・お太助フォン：４７－１１３１

地域福祉活動の様子

家電販売・電気工事・水道工事

安芸高田市向原町坂143-1

TEL46-2118 FAX46-4019

高橋電機 向原
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❶ ふれあいサロン事業

❷ 小地域のお茶の間サロン事業

【共同募金配分金：872,000円】

【共同募金配分金：670,000円】

　ふれあいサロンでは、ご近所同士が集い、お茶を飲みながらおしゃべりをしたり運動したりと、ご近所で

の仲間づくりにより地域での孤立防止や見守り、支え合い活動を行なっています。

　安芸高田市内では、現在110ヶ所でふれあい

サロン活動が行なわれていますが、昨年度より

新型コロナウイルス感染症の拡大により地域福

祉活動の拠点である「つどいの場」の開催が難

しくなっています。

　「つどいの場」が重要視される中、今年度は

新たに４サロンが設立されました。今後も引き

続き、人と人とのつながりや支え合い活動を目
的に地域のサロン活動を支援してまいります。

　安芸高田市内にある９箇所のお茶の間サロンのうち、甲田町高田原地区「小田東ひだまりサロン」では、

スタッフ数は約33名でサロンを運営され、担当班に分かれて食事や体操、季節のイベント行事などを実施

されています。活力や生きがいが生まれる内容が工夫され、参加者は毎回楽しみにされています。

役員会議の様子

コロナ禍により「小田東ひだまりサロン」は昨

年度から開催を自粛されていますが、毎月役員会

を開かれています。

　また『集えない状況から何かを変えていこう』

『つながりを絶やさない』ために、役員が中心と

なり、毎月のサロン開催日に合わせて参加者のお

宅を「訪問」されておられます。

「お届け物」準備の様子

月に一度の訪問では役員が分担し、話題のニュー

スや季節の事柄などが記載された「小田東ひだま

りサロンだより」や、役員考案の脳トレ問題や手

作りプレゼントなどの「お届け物」を、一つひとつ

丁寧に準備され参加

者のお宅を訪問され

ます。

　一日も早いサロン

の開催を、会員も役

員も心待ちにされて

います。

甲田町「かえでサロン」の様子

　　【お問合せ先】地域福祉課
　　　電話・お太助フォン：４７‐１１３１

訪問時の様子
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【お問合せ先】地域福祉課
　電話・お太助フォン：４７-１１３１

❸ 地域福祉交流推進基金事業 【共同募金配分金：670,000円】

　地域の様々な団体やグループの活動を活かして、互いに協力し合い、共に支え合うネットワークを構
築し、地域住民が抱える福祉課題や生活課題を掘り起こして、課題解決に向けた取り組みの支援を行
なっています。

　県社協より設立運営経費の助成・ご支援いただき、吉田町郷野地区「お茶の間ごうの」をモデル地区に

設定し、小地域福祉活動を通して人と地域のつながりや、助け合いながら暮らせる地域づくりに向けて、

見守り体制の強化や共に助け合う基盤づくりのための取り組みを行なっています。

　令和３年７月７日（水）郷野地区にて、常設的なお茶

の間サロンである「お茶の間ごうの」を開所いたしました。

　コロナ禍での開所となりましたが、感染対策を徹底し、

沢山の方にご参加いただきました。

　地域の誰もが気軽に集まり、楽しい時間を過ごすこと

ができる場所になるよう取り組まれます。

「お茶の間ごうの」オープニングセレモニー

地域共生社会推進事業

市　域

町　域（地域福祉会議）

身近な地域

交流や活動の機会づくりにより、困りごとなどの相

談ができ、多世代や障がい者がつながり、支え合い

ながら、生活支援を行ないます。

住民が地域課題を把握し、解決につなげるために、

住民の代表者や関係機関、専門職が連携し、協働し

て話し合い対応します。

地域で解決が困難な課題は、行政や市社協などが

ニーズ把握をし、受け止め、連携を取りながら解決

に導きます。

連
　
携

連
　
携

開催日：第１・第３水曜日
時　間：13：30～15：30
場　所：郷野地区コミュニティ集会所

広島県安芸高田市八千代町下根578
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❹ ほほえみネット事業 【共同募金配分金：330,000円】

　在宅生活の中で、一人ではできないことを「誰かにちょっと手伝ってもらえたら助かる」と思うことは
ありませんか？市社協では、そのような「ちょっとした援助」を必要とされる方のために、ほほえみネッ
ト事業を実施しています。

①まずは市社協へご連絡ください
②内容をお聞きし、打ち合わせ後にお手伝いしていただける「ほほえみさ
ん」と日程調整を行ないます
③一人ではできないことを、ほほえみさんがサポートしながら、一緒に解
決します

◎ 生活用品などの買い物
◎ 話し相手
◎ 薬の受け取り
◎ 部屋の掃除や整理
◎ 外出の付添いなど

× 病院内の介助や付き添い
× 車に乗せての送迎
× 草取り、草刈り
× 高い所での作業など

　被災者生活サポートボラネットは、安芸高田市や市社協、関係団体の「被災地支援」に向けた動きと役割
を明確にし、平常時からいざという時のために、情報交換や防災・減災に向けた体制づくりを行ないます。

　新型コロナウイルス感染症の拡大が課題となって
いる状況ですが、いつ起こりうるか分からない災害
に備え、安芸高田市内で災害が発生した場合を想定
し、5グループ（総務班、受付班、活動調整班、ニー
ズ班、資材班）と相談者役、ボランティア役に分か
れて演習を行ない、実際にボランティアセンターの
運営を体験しました。

❺ 被災者生活サポートボラネット推進事業

利用方法

お手伝いできること お手伝いできないこと

利用料金：1時間300円
（※2時間まで）

　お手伝いしていただける
「ほほえみさん」も募集して
います。
　支え合い・助け合いの輪
を広げていくためにご協力
をお願いいたします。

【お問合せ先】地域福祉課　電話・お太助フォン：４７－１１３１

演習の様子 災害ボランティアセンターの開設（８月20日）

研修の様子 被災者生活災害シミュレーション研修
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次の皆さまから、あたたかいご寄附をいただきありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、地域福祉活動へ大切に活用させていただきます。

○本会への寄附金については所得税法による寄附金控除が受けられます。
○寄附者ご本人の承諾のもと氏名等を記載しています。（敬称略） 

 

(令和3年7月1日～令和3年8月31日受付分)
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伊藤敬二様より高額寄附をいただきました

　この度、特別養護老人ホームレークサイド土師に入
所されておられた伊藤敬二様のご逝去にあたり、生前
からのご遺志により遺言執行者であるレークサイド土
師園長大田敏春様ご執行のもと、安芸高田市社会福祉
協議会へ多額の寄附をいただきました

山県郡北広島町出身
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発行・編集／社会福祉法人　安芸高田市社会福祉協議会
〒731-0521　広島県安芸高田市吉田町常友1564-2（安芸高田市保健センター内）
　　　　　　電話・お太助フォン（0826）42-2941　FAX（0826）47-1312　ホームページ http:///www.akisha.jp/

社協だより

新型コロナウィルスの感染拡大が続いています。“現
い ま

在”わたしたちにできることを再確認し、マス
クの着用や手洗いの徹底などの通常の感染対策に努めていただくようお願いいたします。
＜広報委員会＞　委員長　　浜重　好則　　副委員長　　津賀山とし子
　　　　　　　　委　員　　冨田　慶子　　佐々木昌莊　　片岡　典子　　丸山　義捷

編集後記

❼ 認知症カフェ事業 【共同募金配分金：200,000円】

❻ 配食サービス事業 【共同募金配分金：265,000円】

　一人暮らしの高齢者へ、生活支援の一環として配食サービスを行なっています。

　市社協では八千代町、高宮町、甲田町の３町で実施しており、食品衛生に努め、栄養バランスのとれた食

事を地域の配食協力員や市社協職員が訪問し提供しています。その際には安否の確認も行ない、健康状態に

よっては必要な関係機関に速やかにつなぎます。

　認知症カフェは、地域で生活している認知症の方やその家族、地域住民、医療や介護の専門職、認知症に

ついて関心のある人など、誰もが気軽に集まり、安心して交流を楽しむ場です。感染対策を徹底した上で行

なっておりますので、皆さまのご参加をお待ちしております。

●（一人暮らしの）高齢者世帯
●身体障がい者とお住いの高齢者世帯
●心身の障がいがあり、老衰や傷病等に
より、市の利用登録通知を受けた方

●市役所本所、各支所窓口にて、利用登録申込書
にて申し込みが必要
　※本人・ご家族・民生委員が記入
●可否の決定後、配食サービスが利用できます

利用対象者 利用のしかた

実
施
日

八千代町 毎　週 火曜日・金曜日 夕　食

高 宮 町 毎　週 木曜日 夕　食

甲 田 町 毎　週 木曜日 夕　食

『あいちゃんのホッとするカフェ』認知症カフェ 開
催

【お問い合わせ先】地域福祉課　電話・お太助フォン：４７－１１３１

※予約不要！！　誰でも参加できますので、ぜひお越しください

開 催 町 開　催　場　所 日　　　時

吉 田 町 ふれあいセンターいきいきの里 令和３年10月27日(水)10：00～

八千代町 八千代人権福祉センター 令和３年10月25日（月）10：00～

美土里町 コミュニティ消防センター 令和３年10月22日（金）10：00～

高 宮 町 高宮支所内ホール 令和３年 ９ 月24日（金）14：00～

甲 田 町 ふれあいセンターこうだ 令和３年11月25日（木）10：00～

向 原 町 生涯学習センターみらい 令和３年 ９ 月28日（火）14：00～

地域包括支援センター

市社協・協力員が

一緒に取り組みます




